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『希望を失わず』復刊にあたって

　
『
希
望
を
失
わ
ず
』
復
刊
に
あ
た
っ
て

桜
美
林
学
園
理
事
長
・
学
園
長　

佐
藤 

東
洋
士

　

学
校
法
人
桜
美
林
学
園
は
、
二
〇
二
一
年
五
月
二
八
日
に
創
立
一
〇
〇
年
の
佳
節
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
様
々
な
行
事
や
式
典
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
創
立
者
の
偉

業
を
振
り
返
り
、「
次
の
一
〇
〇
年
を
い
か
に
歩
む
べ
き
か
」
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
た
め
に
著
作
の
中

か
ら
何
点
か
を
選
び
、
出
版
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
冊
目
と
し
て
出
版
す
る
の
が
、
本
書
の

『
希の

ぞ
み望

を
失
わ
ず
』（
昭
和
二
三
年
九
月
一
日
初
版
刊
行
）
で
す
。

　

初
版
が
発
行
さ
れ
た
際
は
ペ
ー
ジ
数
も
少
な
く
、
冊
子
の
よ
う
な
本
で
し
た
が
、
清
水
安
三
先
生
は
本

を
持
っ
て
、
福
島
、
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
、
山
梨
、
長
野
の
各
県
を
講
演
行
脚
さ
れ
、
講
演
の
最

後
に
本
の
広
告
を
し
て
、
一
冊
ず
つ
買
っ
て
も
ら
い
二
十
数
万
円
を
得
ま
し
た
。
先
生
は
こ
れ
を
旅
費
に

渡
米
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
短
期
大
学
を
開
設
す
る
に
は
理
科
実
験
室
の
整
備
が
必
要
と
文

部
省
か
ら
指
摘
を
受
け
、
そ
の
費
用
に
投
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
二
五
年
四
月
に
は
無
事
に
短
期
大
学

を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
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短
大
開
設
後
、
再
び
近
畿
、
四
国
の
各
地
を
講
演
し
て
歩
き
、
渡
米
の
旅
費
を
得
て
、
昭
和
二
六
年
三

月
に
渡
布
（
布ハ

ワ
イ哇

）、
半
年
間
ホ
ノ
ル
ル
に
滞
在
し
、
精
力
的
に
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
北
米

へ
渡
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ユ
タ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、
コ
ロ
ラ
ド
、
イ
リ
ノ

イ
の
各
州
を
巡

じ
ゅ
ん
し
ゃ
く

錫
（
各
地
を
め
ぐ
り
歩
い
て
教
え
を
広
め
る
こ
と
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン

パ
ウ
ロ
に
渡
り
、
二
年
に
わ
た
る
講
演
旅
行
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
こ
の
間
に
各
地
で
い
た
だ
い
た
寄
付
金
と
本
を
販
売
し
た
資
金
を
も
と
に
、
老
朽
化
や
破
損

が
ひ
ど
か
っ
た
校
舎
の
修
繕
改
築
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
こ
の
本
は
桜
美
林
学
園
の
基
礎
を
築

く
こ
と
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
い
え
ま
す
。

　

清
水
先
生
は
昭
和
二
一
年
三
月
一
九
日
に
中
国
か
ら
引
き
上
げ
て
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
北
京
を
去
る
際

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
筆
者
要
約
）

　

郁
子
と
二
人
で
、
崇
貞
学
園
の
門
を
出
て
も
、
後
ろ
を
何
度
も
振
り
返
り
な
が
ら
立
ち
去
っ
た
。

学
園
を
出
て
一
キ
ロ
ば
か
り
の
朝
陽
門
外
大
街
ま
で
出
る
と
、
学
園
チ
ャ
プ
レ
ン
の
老
牧
師
が
追
い

か
け
て
来
た
。
何
か
と
思
っ
た
ら
、

　
「
こ
れ
を
先
生
に
お
贈
り
し
ま
す
か
ら
、
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
」
と
言
う
。
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『希望を失わず』復刊にあたって

　

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
か
ら
取
り
出
し
た
の
は
一
冊
の
新
約
聖
書
だ
っ
た
。
そ
の
聖
書
の
扉
に
は
「
遇
顛

沛
不
失
望
」
と
墨
で
鮮
や
か
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

日
本
の
聖
書
に
は
、「
せ
ん
方
盡つ

く
れ
ど
も
、
希の

ぞ
み望

を
失
わ
ず
」
と
訳
し
て
あ
る
聖
句
だ
。

　
「
顛て

ん

沛ぱ
い

（
つ
ま
ず
き
倒
れ
る
こ
と
）
に
あ
っ
て
も
、
望
み
を
失
わ
ず
で
す
よ
」
と
牧
師
は
幾
度
も
繰
り

返
し
つ
つ
私
の
肩
を
軽
く
た
た
い
た
。
そ
し
て
「
再
見
」「
再
見
再
見
」
と
言
う
や
否
や
、
駆
け
る

様
に
学
園
へ
帰
っ
て
行
っ
た
。

　
「
為せ

ん
方
尽つ

く
れ
ど
も
希の

ぞ
み望

を
失
わ
ず
」
は
桜
美
林
学
園
の
精
神
と
も
言
う
べ
き
聖
句
で
あ
る
こ
と
も
、

本
書
を
一
冊
目
と
し
て
選
定
し
た
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
新
装
版
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
・
南
雲
智
先
生
、
ナ
ル
ド
社
・
佐
藤

貢
士
さ
ん
、
論
創
社
ほ
か
多
く
の
方
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
創
立
一
〇
〇
周
年
を
き
っ
か
け
に
、
本
書
が
桜
美
林
学
園
の
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生

徒
、
大
学
の
学
生
、
皆
さ
ん
の
指
針
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

二
〇
二
〇
年
二
月
吉
日
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◎
凡
例

一
、
底
本
と
し
て
清
水
安
三
著
『
希
望
を
失
わ
ず
』
改
訂
第
五
版
（
昭
和
二
六
年
八
月
一
日
発
行
）
を
採
用
し
た
。

一
、
か
な
遣
い
は
、
送
り
が
な
も
含
め
て
現
代
か
な
遣
い
に
改
め
、
旧
字
・
異
体
字
も
新
字
体
に
修
正
し
た
。
そ
の
際
、

底
本
の
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
は
訂
正
し
た
。

一
、
外
国
語
・
外
来
語
は
現
在
、
通
用
す
る
も
の
に
改
め
、
難
解
な
語
句
や
読
み
間
違
い
や
す
い
語
句
に
は
ふ
り
が
な
を

つ
け
た
。

一
、
踊
り
字
（
ゝ
、
ゞ
な
ど
）
は
わ
か
り
や
す
い
表
記
に
し
、
接
続
詞
な
ど
の
表
記
が
現
在
と
異
な
る
場
合
は
修
正
し
た
。

句
読
点
の
位
置
な
ど
も
現
代
的
な
使
い
方
に
改
め
た
。

一
、
現
代
の
読
者
に
と
っ
て
難
解
な
部
分
に
は
注
釈
を
本
文
中
に
補
っ
た
。

一
、
著
者
に
よ
る
事
実
誤
認
と
思
わ
れ
る
個
所
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
た
だ
し
可
能
な
場
合
、
注
釈
を
つ
け
た
。

一
、
巻
末
に
人
名
索
引
を
つ
け
た
。

一
、
本
文
中
に
は
差
別
的
と
の
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
語
句
も
み
ら
れ
る
が
、
著
作
の
歴
史
的
意
義
か
ら
そ
の
ま
ま
と
し
た
。



希の
ぞ
み望
を
失
わ
ず



わ
れ
ら
四
方
よ
り
患な

や
み難

を
受
く
れ
ど
も
窮
せ
ず

為せ

ん
方
つ
く
れ
ど
も
希の

ぞ
み望

を
失
わ
ず
、
せ
め
ら

れ
ど
も
棄
て
ら
れ
ず
、
倒
さ
る
れ
ど
も
亡
び
ず

常
に
イ
エ
ス
の
死
を
我
ら
の
身
に
負
う

　
　
　
　

 

（
コ
リ
ン
ト
後
書　

四
の
八-

一
〇
）
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序

　

こ
の
『
希の

ぞ
み望

を
失
わ
ず
』
の
一
篇
を
わ
た
く
し
は
な
お
も
希
望
を
失
わ
ず
と
い
う
心
持
ち
で
も
っ
て
世

に
送
り
出
す
。
表
紙
に
掲
げ
た
画
（
口
絵

参
照
）
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ワ
ッ
ツ
の
名
画
「
希
望
」

の
模
写
で
あ
る
。
ワ
ッ
ツ
は
一
八
一
七
年
〜
一
九
〇
四
年
の
英
国
の
画
家
で
あ
っ
た
。
名
画
「
希
望
」
は

眼
は
隠
さ
れ
、
足
は
鎖
で
地
に
縛
ば
れ
た
乙
女
が
、
た
て
琴
に
残
る
た
だ
一
筋
の
糸
を
か
な
で
て
い
る
。

そ
し
て
天
上
に
は
た
だ
一
つ
の
星
が
、
見
え
ず
と
も
輝
い
て
い
る
。
わ
た
く
し
の
目
下
の
心
持
ち
は
こ
の

乙
女
の
心
持
ち
で
あ
る
。

　

こ
の
原
稿
の
成
っ
た
の
は
学
園
の
桜
が
散
り
初
め
し
頃
だ
っ
た
。
そ
の
頃
か
ら
学
園
は
せ
ん
ぐ
り
せ
ん

ぐ
り
（

く
り
か
え
し
く
り

か
え
し
の
方
言

）
試
み
が
ひ
っ
き
り
無
く
襲
う
て
来
た
。
わ
た
く
し
と
い
え
ど
、
も
う
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
頃
の
わ
た
く
し
は
真
夜
中
ふ
と
目
覚
め
て
し
と
ね（

寝
る
と
き
に
敷

く
敷
物
の
こ
と
）
の
上
に
端
座
し
、

神
に
祈
り
道
の
拓
か
れ
ん
こ
と
を
学
園
の
た
め
に
祈
る
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
、
上
海
の
雑
誌
『
希
望
』
が
二
冊
届
い
た
。
一
冊
の
表
紙
は
焼
け
跡
に
老
父
と
老
母
が
し
ゃ
が

ん
で
い
る
。
そ
の
間
に
息
子
と
娘
が
勇
ま
し
く
立
っ
て
い
る
画
だ
っ
た
。
今
一
冊
の
表
紙
は
激
浪
に
も
て
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あ
そ
ば
れ
て
い
る
帆
船
の
画
で
あ
る
。
戦
災
の
焼
跡
に
立
つ
中
国
の
人
々
の
姿
が
『
希
望
』
と
い
う
雑
誌

の
表
紙
に
な
り
、
激
浪
に
も
て
あ
そ
ば
れ
て
い
る
帆
船
の
姿
が
中
国
の
『
希
望
』
と
い
う
雑
誌
の
表
紙
の

カ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
わ
た
く
し
は
限
り
な
く
喜
び
を
感
ず
る
。
そ
し
て
目
下
わ
た
く
し
は

学
園
の
経
営
者
と
し
て
、
上
海
の
雑
誌
『
希
望
』
の
カ
ッ
ト
が
教
え
る
と
こ
ろ
の
希
望
と
同
じ
希
望
を
抱

い
て
い
る
こ
と
を
告
白
す
る
。

　

ど
う
か
激
浪
に
揉
ま
れ
て
い
る
わ
た
く
し
の
た
め
読
者
諸
君
は
お
祈
り
下
さ
い
。

　

終
り
に
ワ
ッ
ツ
の
名
画
を
模
写
し
て
く
れ
し
桜
美
林
学
園
英
文
科
学
生
・
篠
崎
剛
三
君
と
、
本
書
の
た

め
に
美
し
い
文
字
で
書
名
を
お
書
き
下
さ
っ
た
山
崎
光
子
先
生
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　
　

一
九
四
八
年
秋　

八
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
南
多
摩
郡
忠
生
村
桜
美
林
学
園
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
安
三

　

追
白

　
　

こ
の
書
物
の
印
税
、
そ
の
他
す
べ
て
の
利
益
を
桜
美
林
学
園
校
舎
整
備
の
費
用
に
献さ

さ

ぐ
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…
…
一
一
九

　

一
千
年
の
後
ま
で
も
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
四

　

永
遠
の
残
留
者
・
美
穂
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
二
七

　

マ
ナ
の
奇
蹟
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三
一

　

転
宅
ま
た
転
宅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三
五

　

山
上
の
説
教
を
地
で
行
く
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三
九

　

影
膳
を
供
え
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四
三

　

英
語
に
よ
る
奉
仕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四
六

　

我
な
ん
じ
を
捨
て
得
ず
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
四
九

　

同
胞
へ
の
ラ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
二

　

張
大
人
の
餞
別
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
五
五

　

命
あ
っ
て
帰
れ
る
喜
び
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
六
三
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桜
美
林
物
語

　

生
く
る
望
み
を
失
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
六
九

　

あ
あ
祖
国
日
本
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
七
五

　

焼
原
に
祈
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
八
二

　

差
し
出
さ
れ
た
る
愛
の
手
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
〇

　

桜
美
林
学
園
設
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九
八

　

す
べ
て
は
神
の
摂
理
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
四

　

応
験
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
〇
九

　

必
要
は
進
歩
の
母
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
一
二

　

学
園
史
の
第
一
ペ
ー
ジ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
一
八

　

教
職
員
集
ま
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
三

　

六
月
六
日
の
開
校
式
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二
九

　

破
天
荒
の
認
可
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
六

　

幼
虫
を
食
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四
〇

　

白
眼
視
、
迫
害
の
環
境
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四
五
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き
か
れ
ざ
り
し
祈
祷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四
八

　

男
女
共
学
論
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五
六

　

伝
統
的
男
女
風
俗
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
六
二

　

学
園
の
特
長
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
七
〇

　

教
育
革
命
を
提
唱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
七
六

　

神
の
国
と
そ
の
義
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
八
三

　

引
き
揚
げ
後
の
崇
貞
学
園
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
八
五

　

著
者
略
歴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
八
七
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当時の北京城（内城・外城）

廣
安
門

西
華
門

阜
成
門

東
直
門

朝
陽
門
市
街

朝
陽
門

西
直
門

東
華
門

故宮

内　城

外　城

天壇先農壇

天安門 東
便
門正陽門 崇文門

永定門 左安門右安門

宣武門

西
便
門

午門

神武門

徳勝門 安定門

廣
渠
門



 「
朝
陽
門
外
」
か
ら



　

先
年
、
朝
日
新
聞
社
か
ら
拙
著
『
朝
陽
門
外
』
が
、
羽
田
書
店
か
ら
上
泉
秀
信
氏
著
『
愛
の
建
設
』、
そ
れ
か
ら

隣
友
社
か
ら
松
本
恵
子
氏
著
『
大
陸
の
聖
女
』
が
出
版
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
本
は
い
ず
れ
も
大
同
小
異
、
同
じ
こ
と
を
別
な
る
角
度
か
ら
見
て
、
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

の
内
容
は
、
私
や
私
の
妻
が
、
中
国
の
貧
し
い
人
々
の
た
め
に
建
て
た
崇
貞
学
園
の
物
語
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
書
物
を
お
読
み
下
さ
っ
た
人
々
は
「
敗
戦
後
一
体
、
か
の
崇
貞
学
園
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
北
京

の
聖
者
と
呼
ば
れ
し
清
水
安
三
氏
は
今
も
昔
の
如
く
、
北
京
朝
陽
門
外
に
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
し
ら
あ
」
と

心
配
し
て
下
さ
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
著
『
希
望
を
失
わ
ず
』
は
、
い
わ
ば
こ
の
三
冊
の
本
の
続
編
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
人
々
に

は
『
朝
陽
門
外
』
物
語
の
後
日
も
の
が
た
り
を
読
ん
で
頂
く
前
に
も
う
一
度
記
憶
を
呼
び
起
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
そ
れ
か
ら
ま
た
多
く
の
読
者
の
中
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
ど
れ
も
読
ま
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
人
々
も
あ
る

か
も
知
れ
ぬ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
私
は
『
朝
陽
門
外
』
の
所
々
を
抄
記
す
る
こ
と
か
ら
、
筆
を
発
足
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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 「朝陽門外」から

中
国
に
行
く

　

私
は
二
十
六
歳
の
時
、
中
国
へ
行
っ
た（

１
）

。
私
は
同
志
社
大
学
の
神
学
部
の
卒
業
を
前
に
し
て
、
あ
る
日

級
友
と
あ
い
語
ら
い
奈
良
へ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
っ
た
。
そ
の
折
、
図
ら
ず
も
唐
招
提
寺
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、

寺
僧
か
ら
鑑
真
和
尚
の
こ
と
を
聞
い
た
。

　

鑑
真
和
尚（

２
）

は
唐
の
名
僧
で
あ
っ
た
が
、
海
を
渡
っ
て
日
本
に
来
り
、
こ
の
寺
を
建
て
た
の
で
あ
っ
た
。

彼
が
船
出
し
よ
う
と
す
る
と
、
唐
の
皇
帝
は
彼
を
惜
し
ん
で
渡
海
を
許
さ
な
か
っ
た
。
彼
は
脱
走
を
試
み

て
四
度
捕
ら
え
ら
れ
、
五
回
目
に
脱
走
に
成
功
し
て
日
本
に
来
っ
た
。

　

た
だ
ひ
と
り
鑑
真
の
み
な
ら
ず
、
日
本
歴
史
を
ひ
も
と
け
ば
幾
多
の
傑
僧
、
碩
学
が
日
本
に
来
っ
て
、

日
本
の
文
化
の
た
め
に
生
涯
を
献
げ
て
い
る
。

　

私
は
、
か
れ
ら
に
学
ん
で
、
中
国
に
渡
ろ
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ひ
そ
か
に
か
か
る
決
心
を
し

て
い
る
折
柄
、
私
は
ホ
レ
ー
ス
・
ペ
ト
キ
ン（

３
）

の
話
を
聞
い
た
。

　

ペ
ト
キ
ン
は
保
定
（

現
在
の
中
国
河
北

省
に
あ
る
都
市

）
に
駐
住
す
る
宣
教
師
で
あ
っ
た
が
、
団
匪
（

義
和
団
の
別
称
。

排
外
運
動
の
集
団
）
が
、
保
定

に
迫
っ
た
の
で
、
夫
人
と
一
子
ジ
ョ
ン
を
伴
っ
て
、
天
津
の
義
勇
艦
隊
へ
避
難
し
た
。
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妻
と
子
を
艦
に
残
し
て
、
艦
橋
を
下
ろ
う
と
し
た
時
に
、
米
国
総
領
事
は
「
ペ
ト
キ
ン
君
、
保
定
に
行

っ
て
は
い
け
な
い
。
危
険
だ
」
と
叱
り
つ
け
る
よ
う
に
い
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、

　
「
よ
き
羊
飼
い
は
羊
を
棄
て
は
し
ま
せ
ん
」

　

と
い
っ
て
保
定
に
帰
っ
た
。
彼
は
保
定
へ
帰
っ
て
間
も
な
く
団
匪
の
た
め
に
惨
殺
さ
れ
た
。
し
か
し
、

彼
が
彼
の
母
校
エ
ー
ル
大
学
に
宛
て
た
る
遺
言
状
に
は
、

　
「
エ
ー
ル
よ
、
エ
ー
ル
。
エ
ー
ル
は
ど
う
か
、
我
が
子
ジ
ョ
ン
が
二
十
五
歳
に
な
る
ま
で
育
て
て
く
れ
。

そ
し
て
彼
が
二
十
五
歳
に
な
っ
た
な
ら
、
ど
う
か
私
の
遺
業
を
な
す
た
め
に
保
定
へ
来
ら
し
め
よ
」
と
認

め
て
あ
っ
た
そ
う
な
。

　

私
は
こ
の
物
語
を
聞
い
て
、
い
よ
い
よ
決
心
を
固
め
、
大
阪
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
実
業
家
六
名（

４
）

の
支
持
を

受
け
て
、
中
国
へ
渡
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
１
）
大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
五
月
三
十
日
、
神
戸
を
出
帆
。
一
年
間
半
、
奉
天
（
現
在
の
中
国

遼
寧
省
瀋
陽
）
で
中
国
語
を
勉
学
、

大
正
八
年
三
月
北
京
に
移
っ
た
。

（
２
）
鑑
真
和
尚
は
種
ケ
島
に
漂
着
、
盲
目
に
な
り
、
奈
良
に
来
ら
れ
た
時
は
、
聖
武
天
皇
は
東
郊
ま
で
お
出
迎
え

遊
ば
さ
れ
た
。
弘
法
大
師
は
孫
弟
子
と
で
も
い
う
べ
き
人
。
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 「朝陽門外」から

崇
貞
学
園
の
創
立

　

私
は
、
今
か
ら
あ
た
か
も
三
十
年
前
（

一
九
二
一

年
の
こ
と
）
に
、
北
京
の
朝
陽
門
（

か
つ
て
明
・
清
の
時
代
、
北

京
城
東
側
に
あ
っ
た
門
の
一
つ
）
外
に
「
崇

貞
学
園
」
を
創
立
し
た
。

　

月
十
四
円
の
家
賃
で
も
っ
て
民
屋
を
借
り
受
け
、
二
十
四
名
の
少
女
を
集
め
て
、
工
読
学
校（

１
）

を
始
め
た

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
学
校
は
終
戦
の
日
ま
で
続
い
た
。

　

学
校
で
、
輸
出
も
の
の
刺
繍
、
ア
ッ
プ
リ
ケ
を
製
作
し
て
海
外
に
販
路
を
広
め
た
た
め
に
、
朝
陽
門
外

一
帯
は
刺
繍
の
産
地
と
な
り
、
各
家
庭
の
女
性
は
老
婆
か
ら
幼
女
に
至
る
ま
で
、
皆
刺
繍
を
作
っ
て
、
男

達
は
そ
の
糸
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
製
品
を
届
け
た
り
、
婦
女
の
手
伝
い
に
追
わ
れ
る
ほ
ど
に
流
行
し
た
。

そ
し
て
一
年
に
四
百
万
円
も
の
輸
出（

２
）

が
、
朝
陽
門
外
か
ら
世
界
中
に
向
っ
て
送
り
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
が
、
日
本
の
九
重
（

皇
居
の
あ

る
と
こ
ろ
）
の
奥
に
も
聞
こ
え
て
、
御
下
賜
金
を
携
え
た
る
使
者
が
、
わ

（
３
）
ホ
レ
ス
・
ペ
ト
キ
ン
の
名
を
刻
め
る
ア
ー
チ
が
米
国
オ
ベ
リ
ン
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）
私
を
支
持
し
て
く
れ
た
大
阪
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
実
業
家
は
、
高
木
貞
衛
、
吉
田
金
太
郎
、
船
橋
福
松
、
荒
木

和
一
、
大
賀
寿
吉
、
青
木
庄
蔵
の
諸
氏
。
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ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
差
し
向
け
ら
れ
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。

（
１
）
工
読
学
校
と
い
う
の
は
、Labour and Learning

＝
ア
ル
バ
イ
ト
・
シ
ュ
ー
レ
（
工
か
つ

読
書

）
の
こ
と
。

（
２
）
四
百
万
円
の
輸
出
と
い
う
も
今
日
の
四
百
万
円
に
あ
ら
ず
し
て
、
牛
肉
一
斤
が
二
十
銭
、
鶏
卵
十
個
が
五
銭

の
頃
の
四
百
万
円
で
あ
る
か
ら
大
き
い
。

富
者
の
ト
ラ
ス
テ
ィ
シ
ッ
プ

　

学
校
を
経
営
す
る
に
は
、
大
金
が
い
る
。
ど
う
し
て
得
た
か
。

　

最
初
の
創
立
の
費
用
は
五
百
八
十
円
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
北
支
（

支
那
北
部

の
意
味

）
旱か

ん

災さ
い

飢
饉
の
折
、
開
い
た

災
童
収
容
所（

１
）

の
残
金
で
あ
っ
た
。

　

一
番
最
初
に
大
金
を
寄
付
し
て
く
れ
た
人
は
、
神
戸
の
実
業
家
・
田
村
新
吉
氏
だ
っ
た
。
田
村
氏
は
一

面
識
も
な
い
二
十
八
歳
の
白
面
の
青
年
に
五
千
円
を
与
え
る
前
に
、
別
室
に
退
き
、
立
っ
た
ま
ま
祈
っ
て
、

「
神
よ
、
こ
の
青
年
に
僕
が
あ
な
た
か
ら
、
預
れ
る
宝
を
渡
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
神
様
に
問

い
、
し
か
る
の
ち
小
切
手
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。
よ
く
米
国
富
豪
の
い
う
、
ト
ラ
ス
テ
ィ
シ
ッ
プ
（
信
託
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 「朝陽門外」から

主
義
）
と
は
か
か
る
態
度
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
こ
れ
ま
た
五
千
円
寄
付
さ
れ
た
の
は
、
森
村
市
左
衛
門
（

森
村
財
閥
の
創
設
者
、

六
代
目
市
左
衛
門

）
氏
だ
っ
た
。
私
が

ど
う
し
て
、
森
村
さ
ん
を
狙
っ
た
か
と
い
う
と
、
私
の
姉
が
、
私
の
小
学
生
の
こ
ろ
目
白
の
女
子
大
学

（
日
本
女
子
大

学
を
指
す

）
に
行
っ
て
い
た
。
姉
の
住
む
寄
宿
舎
は
「
豊
明
寮
」
と
い
う
の
だ
っ
た
。
私
が
手
紙
を
姉
に

書
く
と
き
、
い
つ
も
「
豊
明
」
と
は
変
な
名
前
だ
と
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
夏
休
に
帰
省
し
た
姉

に
、

　
「
豊
は
豊
臣
秀
吉
、
明
は
明
智
光
秀
か
ね
」
と
問
う
と
、

　
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
森
村
市
左
衛
門
さ
ん
に
は
豊
、明
六
、開
作
と
お
三
人
の
お
子
さ
ん
が
あ
っ
た
が
、豊
、

明
の
お
二
人
が
若
く
し
て
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
か
ら
、
財
産
を
三
分
し
て
、
三
分
の
二
の
財
産
か
ら
得

た
も
う
け
は
皆
学
校
と
か
社
会
事
業
に
寄
付
さ
れ
る
の
で
ね
、
成
瀬
先
生（

２
）

は
そ
の
寄
付
で
寄
宿
舎
を
お
建

て
に
な
っ
た
の
で
す
っ
て
」

　

そ
ん
な
わ
け
で
少
年
の
頃
か
ら
森
村
市
左
衛
門
と
い
う
名
を
覚
え
て
い
た
。
大
抵
の
お
金
持
は
靴
の
底

が
磨
り
減
る
ま
で
通
わ
せ
て
、
そ
れ
か
ら
寄
付
し
た
り
、
し
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
す
が

に
森
村
さ
ん
は
一
ぺ
ん
に
寄
付
し
て
下
さ
っ
た
。
森
村
翁
も
ま
た
よ
き
ト
ラ
ス
テ
ィ
シ
ッ
プ
の
実
践
者
で

あ
っ
た
。
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備
前
倉
敷
に
も
、
ト
ラ
ス
テ
ィ
シ
ッ
プ
の
権ご

ん

現げ
ん

の
よ
う
な
一
人
の
富
豪
が
あ
っ
た
。
大
原
孫
三
郎

（
大
原
財
閥
を
築
い
た
実
業
家
。

基
督
教
の
協
会
員
で
も
あ
っ
た
）
氏
は
実
に
崇
貞
学
園
の
ド
ル
箱
で
あ
っ
た
。
あ
る
人
が
私
の
こ
と
を
悪
く
い
っ
た

ら
大
原
さ
ん
は
こ
う
い
わ
れ
た
そ
う
な
。

　
「
わ
た
し
は
清
水
安
三
と
い
う
人
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
は
よ
く
知
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
こ
に

一
人
の
日
本
人
が
中
国
の
貧
し
い
人
々
の
た
め
に
生
涯
を
献
げ
る
と
い
う
以
上
、
そ
れ
を
助
け
ざ
る
を
得

ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　

と
い
わ
れ
た
そ
う
な
。

　

そ
の
外
に
も
崇
貞
学
園
の
恩
人
は
沢
山
あ
る
。
初
め
の
十
五
年
間
の
月
給
を
払
わ
れ
し
大
阪
萬
年
社
の

高
木
貞
衛
氏
、
後
の
十
五
年
間
私
の
月
給
を
払
わ
れ
し
近
江
八
幡
の
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
会
社
、
校
舎
を
建

て
下
さ
れ
し
、
わ
か
も
と
の
長
屋
欽
彌
（

わ
か
も
と
製

薬
の
創
業
者
）
氏
、
楢
崎
武
子
夫
人（

３
）

、
そ
れ
か
ら
い
つ
も
お
小
遣
い

を
下
さ
れ
し
岩
崎
清
七
（

磐
城
セ
メ
ン
ト
を
創
業
す
る
な
ど
し
た

明
治
期
を
大
補
揺
す
る
実
業
家
の
一
人
）
氏
、
そ
の
他
約
三
千
名
、
皆
私
を
通
し
て
、
神
と
中

国
の
貧
し
い
人
々
に
財
を
献
げ
ら
れ
し
人
々
で
あ
る
。

　

私
は
崇
貞
学
園
の
た
め
に
一
万
数
千
坪
、
大
小
二
十
二
棟
の
校
舎
を
建
て
た
の
で
あ
る
が
、
寸
土
と
い

え
ど
も
購
わ
ず
し
て
得
し
こ
と
と
て
は
な
く
、
一
塊
の
煉
瓦
と
い
え
ど
も
値
な
く
し
て
得
し
も
の
は
な
く
、

絶
対
に
分
捕
っ
た
り
、
占
領
し
た
り
せ
ず
し
て
一
大
事
業
を
成
し
え
し
は
一
重
に
こ
れ
等
の
人
々
の
義
援
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 「朝陽門外」から

献
金
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。

　

あ
る
人
が
い
う
に
、
米
国
で
は
な
ぜ
共
産
主
義
が
流
行
せ
ぬ
か
。
そ
れ
は
米
国
の
富
豪
が
蓄
積
せ
し
財

を
ど
し
ど
し
世
の
公
益
の
た
め
に
出
す
か
ら
で
あ
る
、
と
。
我
国
の
富
豪
は
な
か
な
か
出
さ
ぬ
。
け
れ
ど

も
暁
の
星
の
如
く
で
は
あ
る
が
、
我
国
に
も
ト
ラ
ス
テ
ィ
シ
ッ
プ
の
実
行
者
は
あ
る
。
森
村
、
大
原
氏
等

は
そ
の
人
々
で
あ
っ
た
。

（
１
）
大
正
（
民
国
）
八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
、
北
支
五
省
に
旱
魃
と
飢
饉
が
あ
っ
た
。
世
界
各
国
競
っ
て
そ
の

救
済
の
た
め
募
金
し
た
。
日
本
で
も
渋
沢
栄
一
氏
が
音
頭
取
り
で
大
々
的
に
募
金
さ
れ
た
。
私
は
そ
の
お
金

一
万
二
千
円
を
受
け
て
、
麦
の
収
穫
ま
で
半
年
間
災
童
を
収
容
し
て
、
自
ら
災
童
収
容
所
長
と
な
り
、

七
百
九
十
九
名
の
少
年
少
女
を
救
っ
た
。

（
２
）
成
瀬
仁
蔵
氏
、
日
本
女
子
大
学
校
創
立
者
。

（
３
）
労
働
代
表
と
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
使
わ
さ
れ
し
楢
崎
猪
太
郎
氏
未
亡
人
。
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一
八
九
一（
明
治
二
四
）

一
九
一
〇（
明
治
四
三
）

一
九
一
五（
大
正
四
）

一
九
一
七（
大
正
六
）

一
九
一
八（
大
正
七
）

〇
一
八

二
五

六
月
一
日
、
滋
賀
県
高
島
郡
新
儀
村
字
北
畑
（
現
・
新
旭
町
）
に
て

出
生
。

四
月
、
安
井
川
尋
常
小
学
校
、
安
曇
川
高
等
小
学
校
、
滋
賀
県
立
第

二
中
学
校
（
の
ち
膳
所
中
学
校
）
を
経
て
、
同
志
社
大
学
神

学
部
に
入
学
。

三
月
、
同
志
社
大
学
神
学
部
本
科
卒
業
。
卒
業
論
文
「
ト
ル
ス
ト
イ

の
内
面
生
活
」。

一
二
月
、
歩
兵
第
九
連
隊
に
一
年
志
願
兵
と
し
て
入
営
。

五
月
、
少
尉
任
官
、
除
隊
。
神
戸
出
港
、
日
本
組
合
基
督
教
会
宣
教

師
と
し
て
中
国
へ
。

六
月
、
大
連
経
由
、
奉
天
（
現
・
瀋
陽
）
到
着
。

横
田
美
穂
（
二
四
歳
）
と
大
連
教
会
に
て
結
婚
。

　

年　

号

年
令
　

略　

歴

◎
著
者
略
歴
（
▼
は
社
会
情
勢
、
周
辺
事
項
）
『
石
こ
ろ
の
生
涯
』（
二
〇
〇
九
年
三
月
二
〇
日
改
訂
増
補
第
五
版
）よ
り
作
成
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一
九
一
九（
大
正
八
）

一
九
二
一（
大
正
一
〇
）

一
九
二
四（
大
正
一
三
）

一
九
二
六（
大
正
一
五
）

一
九
二
七（
昭
和
二
）

一
九
二
八（
昭
和
三
）

三
月
、
北
京
に
移
住
。
大
日
本
支
邦
語
同
学
会
に
入
学
。

▼
五
四
運
動

五
月
、
被
災
児
童
収
容
所
設
置
（
翌
年
五
月
、
解
散
。
一
〇
月
、
そ

の
功
労
に
対
し
て
中
華
民
国
大
統
領
よ
り
受
勲
）。

五
月
二
八
日
、北
京
市
朝
陽
門
外
に
て「
崇
貞
平
民
女
子
工
読
学
校
」

を
設
立
（
生
徒
数
二
四
名
で
発
足
。
二
年
後
、
学
制
改
革
に

基
づ
く
私
立
小
学
校
と
し
て
政
府
に
登
録
）。

七
月
、
北
京
出
発
、
大
阪
教
会
に
て
按
手
礼
を
受
け
正
牧
師
と
な
る
。

八
月
、
妻
と
共
に
横
浜
出
港
、
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
。

九
月
、
オ
ベ
リ
ン
大
学
神
学
部
大
学
院
に
入
学
。

五
月
、
オ
ベ
リ
ン
大
学
卒
業
、
Ｂ
．
Ｄ
．
学
位
取
得
。
帰
国
。

夏
、『
基
督
教
世
界
』
誌
編
集
主
任
。

▼
南
京
事
件

二
月
、
同
志
社
に
て
大
学
・
予
科
・
女
子
専
門
学
校
講
師
、
中
国
政

治
思
想
史
・
東
洋
史
・
中
国
史
・
中
国
哲
学
史
な
ど
担
当
。

二
九

三
三
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